


　

青
年
婦
人
部
は
４
月
26
日
、

盛
岡
市
の
県
公
会
堂
に
お
い
て

「
春
の
交
流
会
」
を
開
催
し
、

　

県
職
労
現
業
評
議
会
は
４
月

24
日
、
２
０
１
４
年
度
の
役
員

選
挙
を
行
い
、
新
幹
事
体
制
を

確
立
し
た
。
５
月
23
日
に
は

新
・
旧
引
継
ぎ
幹
事
会
を
行
い

な
が
ら
、
人
員
確
保
や
賃
金
改

善
な
ど
こ
の
間
の
積
み
残
し
課

題
解
決
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と

等
を
確
認
す
る
。

新
幹
事
体
制
は
次
の
と
お
り
。

議　

長

遠
藤　

哲
美
（
管
財
課
分
会
）

副
議
長

中
村　

政
則
（
管
財
課
分
会
）

副
議
長

上
野　

由
克
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

事
務
局
長

菅
原　
　

薫
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

事
務
局
次
長

三
浦　
　

誠
（
管
財
課
分
会
）

幹　

事

小
田　

倫
義
（
管
財
課
分
会
）

荒
屋　

康
之
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

藤
根　
　

栄
（
農
業
大
学
校
分
会
）

及
川　

政
信
（
県
南
広
域
局
・
土
木
部
）

宇
部　

良
典
（
県
北
広
域
局
・
土
木
部
）

今
年
度
の
新
採
用
者
を
含
む
21

人
が
参
加
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
青
年
婦
人
部

の
１
年
間
の
活
動
を
紹
介
し
な

が
ら
、
組
合
が
、
ど
の
よ
う
な

考
え
方
で
、
ど
ん
な
事
を
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
を
紹
介
し
な

が
ら
、
新
採
用
の
参
加
者
に
も

組
合
加
入
を
呼
び
か
け
た
。

　

分
散
会
形
式
で
行
っ
た
先
輩

組
合
員
と
の
意
見
交
換
で
は
、

　

県
職
労
は
今
年
度
、
左
の
３

人
が
専
従
役
員
と
し
て
、
県
庁

12
階
の
県
職
労
本
部
で
、
組
合

員
の
生
活
・
職
場
環
境
改
善
に

向
け
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
組

織
の
要
と
な
る
大
﨑
書
記
長

と
、
10
年
ぶ
り
の
青
婦
部
専
従

と
な
る
中
川
青
婦
部
長
は
４
月

か
ら
の
県
職
労
専
従
。
３
年
目

に
入
っ
た
小
田
嶋
副
委
員
長

共
々
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

 

皆
さ
ん
も
お
気
軽
に
県
職
労

本
部
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
お
昼
ご
は
ん
を
先
輩
に
お

ご
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
い
つ

か
ら
自
分
で
払
っ
た
方
が
良
い

か
」
「
朝
、
前
を
自
転
車
で
走
っ

て
い
る
上
司
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
追
い
抜
け
ば
良
い
か
」
な

ど
、
新
人
な
ら
で
は
の
率
直
な

質
問
も
寄
せ
ら
れ
、
先
輩
が
自

身
の
経
験
を
話
し
な
が
ら
、
県

で
働
く
仲
間
と
し
て
気
兼
ね
な

く
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
く
コ

ツ
？
を
助
言
し
た
。

　

お
酒
を
交
え
た
懇
親
会
の
席

で
は
「
今
年
採
用
さ
れ
す
ぐ
に

加
入
し
た
が
、
入
っ
て
い
て
楽

し
い
。
良
か
っ
た
」
「
組
合
が

ど
ん
な
活
動
し
て
い
る
か
わ
か
っ

た
」
と
の
感
想
も
出
さ
れ
た
。

現
業
評
議
会

議
長
に
遠
藤
　
を
再
選

新
体
制
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト

「
活
動
」
紹
介
し
加
入
を
呼
び
か
け

青年婦人部
春の交流会

遠藤哲美議長

経
験
談
交
え
、
仕
事
の 

コ
ツ 

な
ど
を
助
言

さ
ん

組
合
員
の
声
↓　

要
求
↓　

交
渉
↓　

実
現

深
夜
帯
の
災
害
当
番
出
動
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　

自
己
負
担
解
消
へ

戦争 全国署名
組合員×５筆

家族・知人・友人含めご協力を！！

させ
 ない

新専従役員

紹　介

なごやかな雰囲気で先輩組合員
との意見交換が行われた

■
書
記
長

　
大
　
﨑
　
勝
　
弘

■
中
央
執
行
委
員

　
　
（
青
年
婦
人
部
長
）

　
中
　
川
　
理
　
恵

■
副
中
央
執
行
委
員
長

　
小
田
嶋
　
智
　
昭

　

今
年
４
月
か
ら
、
災
害
警
戒

本
部
の
設
置
に
伴
い
登
庁
を
命

ぜ
ら
れ
た
職
員
の
う
ち
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
通
勤
し

て
い
る
職
員
が
、
夜
間
等
に
や

む
を
得
ず
私
用
車
で
出
動
せ
ざ

る
を
得
な
い
場
合
に
、
交
通
費

を
旅
行
命
令
に
よ
り
支
給
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
多

発
な
ど
、
近
年
の
気
象
変
化
に

よ
り
深
夜
帯
の
警
報
発
令
が
増

加
す
る
中
、
組
合
員
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
い
た
自
己
負
担
解
消
を

求
め
る
声
を
県
職
労
の
要
求
項

目
に
掲
げ
、
２
年
越
し
の
取
り

組
み
が
実
っ
た
も
の
。

　

こ
の
運
用
は
、
深
夜
帯
の
出

動
だ
け
で
な
く
、
台
風
の
縦
断

な
ど
長
時
間
の
待
機
が
必
要

で
、
公
共
交
通
機
関
の
運
行
時

間
帯
の
登
庁
で
あ
っ
て
も
、
退

庁
時
刻
が
深
夜
帯
に
及
ぶ
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
場
合
も
該
当
す

る
。
自
家
用
車
を
利
用
し
た
場

合
は
往
復
分
の
車
賃
（
25
円
／

㎞
）
が
支
給
さ
れ
る
が
、
現
地

経
費
や
高
速
自
動
車
国
道
の
利

用
料
金
は
支
給
対
象
外
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
や

む
を
得
ず
タ
ク
シ
ー
利
用
と

な
っ
た
場
合
は
、
タ
ク
シ
ー
代

の
実
費
を
支
給
す
る
。

県職労や青婦部の活動などに
ついて説明を受ける全体交流会

先
輩
組

合
員
か
ら
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